
一
月
二
四
日
に
通
常
国
会
が
開
会

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
五
〇
日
間

に
わ
た
り
予
算
案
や
法
律
案
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
会
期
の

初
め
に
審
議
さ
れ
、
国
民
の
皆
様
の

生
活
に
直
結
す
る
令
和
七
年
度
予
算

案
に
つ
い
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
致
し
ま
す
。

【
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
】

政
府
は
、
全
て
の
世
代
の
現
在
・

将
来
に
わ
た
る
賃
金
・
所
得
の
増
加

を
最
重
要
課
題
と
し
、
賃
上
げ
の
環

境
の
整
備
や
成
長
分
野
に
お
け
る
投

資
促
進
な
ど
に
よ
り
、
生
産
性
や
付

加
価
値
を
高
め
、
安
定
的
に
賃
金
・

所
得
が
増
え
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

構
築
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
が
「
経
済
再
生
」
（
積
極
財

政
）
を
目
指
す
の
か
、
国
の
「
財
政

健
全
化
」
を
目
指
す
の
か
と
い
う
議

論
が
あ
り
ま
す
が
、
政
府
と
し
て
は
、

経
済
あ
っ
て
の
財
政
と
の
考
え
の
下
、

力
強
く
経
済
再
生
を
進
め
る
中
で
、

財
政
健
全
化
も
実
現
し
、
そ
の
両
立

を
図
る
と
い
う
考
え
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
私
が
現
職
中
は
、
責
任
あ
る

積
極
財
政
が
必
要
と
考
え
、
活
動
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
次
世

代
へ
繋
が
る
重
要
施
策
へ
の
投
資
の

重
要
性
、
足
元
の
生
活
支
援
、
人
的

投
資
、
研
究
力
強
化
等
訴
え
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

【
令
和
七
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
】

≪

歳
出≫

そ
の
よ
う
な
中
で
令
和
七
年
度
予

算
は
、
歳
出
が
一
一
五
兆
五
四
一
五

億
円
（
過
去
最
大
）
と
令
和
六
年
度

か
ら
約
三
兆
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
般
歳
出
は
同
〇
・
七
％
増
の
六
八

兆
二
四
五
二
億
円
。
全
体
の
三
分
の

一
を
占
め
る
「
社
会
保
障
費
」
は
、

三
八
兆
二
七
七
八
億
円
と
過
去
最
大

と
な
り
ま
し
た
。

内
容
を
具
体
的
に
み
る
と
、
人
工

知
能
（A

I

）
・
半
導
体
分
野
の
投
資
促

進
や
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（G

X

）
投
資
促
進
の
実

施
、
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ

く
子
育
て
支
援
の
本
格
実
施
、
防
衛

力
の
抜
本
強
化
と
い
っ
た
複
数
年
度

で
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
重
点
課
題
へ
の
対
応
の
ほ
か
、

地
方
創
生
交
付
金
の
倍
増
や
内
閣
府

防
災
担
当
の
予
算
・
定
員
の
倍
増
な

ど
の
重
要
政
策
に
予
算
が
重
点
的
に

配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
地
方
へ
の
交
付
金
は
千
億

か
ら
二
千
億
に
倍
増
さ
れ
ま
す
が
、

政
府
と
し
て
は
、
交
付
金
を
通
じ
て

自
治
体
の
創
意
工
夫
を
引
き
出
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
考
え
で
す
。

≪

歳
入≫

歳
入
を
み
ま
す
と
、
税
収
入
と
税

外
収
入
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な

い
二
八
兆
六
四
九
〇
億
円
は
新
た
に

国
債
を
発
行
し
て
ま
か
な
う
計
画
で

す
。
当
初
予
算
時
点
で
の
国
債
の
新

規
発
行
額
は
、
令
和
六
年
度
の
当
初

予
算
と
比
べ
六
兆
八
千
億
円
減
り
、

一
七
年
ぶ
り
に
三
〇
兆
円
を
下
回
り

ま
す
。
こ
の
点
だ
け
を
見
る
と
、
将

来
世
代
へ
の
負
担
と
な
る
国
債
の
発

行
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す

の
で
財
政
健
全
化
が
進
ん
で
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
財
政
健
全
化
を
目
指

す
あ
ま
り
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
重

要
施
策
へ
の
投
資
が
躊
躇
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。令

和
七
年
度
予
算
案
は
、
少
数
与

党
で
の
予
算
成
立
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
す
で
に
、
石
破
総
理
は

予
算
案
の
修
正
に
応
じ
る
可
能
性
を

否
定
し
な
か
っ
た
と
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
度
成
立
が
難
し
い
と
の

声
も
あ
る
本
予
算
案
で
す
が
、
国
民

の
皆
様
の
生
活
に
直
結
す
る
予
算
案

を
ど
の
よ
う
な
内
容
で
成
立
さ
せ
る

の
か
見
守
っ
て
参
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
予
算
案

所
得
増
加
を
目
指
す

《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
２
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。
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令和7年度予算案 ポイント①

出典：財務省令和7年度政府予算案
https://www.mof.go.jp/policy/budget/budger_workflow/budget/fy2025/seifuan2025/01.pdf

歳出が115兆5415億円（過去最大）と令和6年度から約3兆円増加しています。
一般歳出は同0.7％増の68兆2452億円。

全体の3分の1を占める「社会保障費」は、38兆2778億円と過去最大となりました。
当初予算時点での国債の新規発行額は、令和６年度の当初予算と比べ6兆8000億円減り、
28兆6490億円と、17年ぶりに30兆円を下回ります。


